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＜連絡事項＞

· 今週の水・木曜日にローテーション研修にて、名久井孝太さんが来所予定。

· 明日、食事サービス委員会への意見取りまとめ予定。

· 今週水曜日に監査打ち合わせ予定。

＜青明舎登録者様　情報交換＞

冨田　紀子様～金曜日に嘔気と動悸を訴え、鹿内内科を受診。体温38.2℃、尿潜血反応3＋、レントゲン検査では肺炎に至る危険性のある気管支炎の所見が確認されている。注射と風邪薬が処方となる。本日、服薬が出来ず単独で市民病院を受診している。詳細は再度本人より連絡が来る予定。本日デイケアは連絡無く欠席している為、昼食代は実費負担となっている。

種本　サハ様～この10年間、実家へ宗教代3万円を毎月送っていた事が判明（本人はスタッフへ3000円と言っていた）。今月からは3000円にするよう家族へ交渉している。市役所へ確認した所、生活保護受給者であっても信仰の自由があり、生活に支障がなければお布施を支払っても良いとの事。

また、タクシー代無料（グループホームから病院までの距離）になる介護扶助を申請している。

佐藤　朗子様～6/4あすなろ交流会へ参加し、緊張した様子であるが、自身の意見を表示する事が出来ている。現在の職場内で同僚が険悪な雰囲気となっており、同法人内の別施設への移動を希望している。しかし、移動した場合、一から人付き合いを始めなければならない事への不安も感じている様子。メンタルへルスマネジメントの資格を取得した事もあり、もう少し現在の職場で様子を見るよう伝えている。10月から放送大学経済学部に入学予定との事で、環境が変化する事への不安もあり、ナイトケア利用については継続を希望している。仕事が休みの際に利用を希望し、月に一度も利用出来ない場合は連絡を入れる事としている。

我満奈津紀様～6/5訪問看護を実施。右手の火傷に伴い通院しデイケアは休んでいるとの事。娘様については4月から5月連休までは週に2～3日通学できていたとの事。最近は自宅を出ても直ぐに帰宅してしまう状況。運動会には参加するが、6月の修学旅行には参加したくないと話しているとの事。

中居　松男様～今週から火・木曜日に自宅で夕方自炊を行う事にしている。青山荘で食事を摂るよりも時間に余裕が持てて負担が減ったと表情がやわらいでいる。6/17母様の一周忌にて帰省予定。

中居美津子様～昨日、訪問看護を実施。室内は散らかっており、スタッフと共に片づけを促すが、実行できずにいる。

柳町　信之様～5/20分の食事代は支払いを終える。以前の近所からの苦情があった事に対して「何か伝えたい事があったかもしれないが、はっきりと言われていないので行動は特に変えていません。」と話す。

清水　泰雅様～青明舎よりバスの時刻表を提供している。自ら週に2回（火・木）は遅刻しない事を目標にしている。

※自立支援上限額手続きの期限が18日となっており、グループホーム女性利用者については青明舎ス

タッフが代行する。男性利用者については自身で行うとの事。

＜利用者様情報＞

森　彩子　様～本日、本人様から電話連絡あり。4日程前から悪寒あり鹿内内科を受診した結果、風邪との診断を受けたとの事。食事や入浴もままならない状態で、本日からデイケアを利用する予定であったが、少し静養してから利用したいとの事。

久保　興介様～うみねこ幸房体験利用は、次回6/23を希望している為、幸房スタッフと調整を行っていく。表情の冴えなさあり、週末外出したがイライラ感や不調があったと話されている。知り合いの紹介だったチラシ配りは、現在人手が足りているとのことで行っていないとのこと。

田中　正士様～本日のレクダンス時、窓際に座り込み両大腿部痛を訴える事がある。無理をしないよう促し、様子観察していく。

高島吉太郎様～ゴミ箱あさりが目立ち、周囲から辞めるよう促しを受けている。喫煙時や食事配膳の際にしゃがみ込んでいる事が多く、体力の低下も見られ様子観察をしていく。

清水　秋男様～夏バテの訴えあり、ご飯に水をかけ摂取するが残食も見られる。

＜事例検討＞

細越　定生　様（52）統合失調症　　通所開始後：9ヶ月　

検討内容治療計画検討

治療計画

1 病状変化の観察を行い、内服状況の確認・アドバイスを行う事で、再発防止を図る。

2 食事摂取状況を含めた生活状況の確認を行う。

評価

· 怠薬をする事で、イライラ・ソワソワ感・易怒的となり、再発を繰り返している。

· 4月は怠薬多く、再発に繋がる危険性を伝えるが、異常体験については心霊体験として捉えており、薬の作用は関係がないと話される。

· 5月は4月に比べ服薬出来ている様子である。

· 訪問看護からの情報では、最近は「死・前世・心霊現象」に関する発言が増えているとの事。

· 体重増加しており、食事内容の偏りがあるものの、本人はにごして報告している。また、「先生はまだ大丈夫だって言った」と話しており、エアロビへの参加を促すが膝への負担となるので参加を強要しないで欲しいと訴える。

今後の治療計画と対応
· ①②共に継続。

· 心霊現象などの発言がある際には、恐怖感を感じる事は共感し、左右されないよう伝えていく。

· 協調性に欠ける言動がある際には、その都度振り返りを促していく。

· 軽い運動への参加は促していく。

＜外来情報＞

我満　奈津紀様～本日、採血・採尿を実施。白血球1+であるが経過を見ていく事とする。カラオケ等

で息抜きはできているとの事。

藤村　翔　様　～指図されるような幻聴があり、左右されそうになる事があるとの事。本日服薬調整

を実施。

田向　玲美　様～玄関のチャイム音や名前を呼ばれるような幻聴があるとの事。身障ボランティア講

座へ申し込みをしているが、現在の所は募集していないとの事。デイケア利用は嫌

であるとの訴えがあるが、自宅での居場所が無い事もあり、利用は継続するよう担

当医から助言されている。

田中　一　様　～本日、ハロマンス50㎎筋注。血圧高値であり、本人としては暴飲・暴食が原因であ

ると話す。塩分摂取（パンも含む）を控えるよう、担当医から助言されている。

















































